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1. 以下の説明文に適切な語句を入れなさい．
　DNSは(1)の頭文字を取ったもので，インターネットには欠かせない仕組みである．WEBブラウザなどのアプリケーションに組み込まれているリゾルバと呼ばれるプログラムが最寄りのDNSサーバに(2)を問い合わせると，それに対応する(3)アドレスを調べる．もし，DNSサーバが情報を持っていない場合は，上位のDNSサーバに問い合わせ，回答する．この一連の処理を名前解決という．
2. ある機器のIPアドレスが，123.45.67.89で，サブネットマスクが255.255.255.0である．このとき，以下の問いに答えなさい．
(1) ネットワークアドレスを答えなさい．
(2) IPアドレスが123.45.68.100である機器は同じネットワークの機器であるかどうか答えなさい．
3. 以下の説明文に適切な語句を入れなさい．
　Ethernetの場合は，同一ネットワークに所属していれば，IPアドレスからMACアドレスを見つけ出す(1)の仕組みを使って接続先へ直接データを送信できる．このような処理を直接ルーティングという．　また接続先が同じネットワーク内にいない場合，(2)にデータを送信し接続先をさがす．この処理を間接ルーティングという．
4. 自分の使っているパソコンからある岡山理科大学のホームページ(www.ous.ac.jp)にアクセスするときのDNSサーバの問合せの流れを矢印に順番をつけて書き足しなさい．
5. 以下の説明文に適切な語句を入れなさい．
　PCをインターネットに接続する際に3つのアドレス，IPアドレス，(1)，(2)を設定するようになっている．
　IPアドレスは，通信相手を識別するときに使う．(1)は，自分の所属するIPネットのアドレスを計算するために使用する付加情報であり(3)アドレスを見つける付加情報である．(2)は，マシンが所属するIPネットワークと別のIPネットワークの出入口となる(4)のアドレスである．

6. 以下の説明文に適切な語句を入れなさい．
　IPネットワークで使われるプロトコルは(1)であり，イーサネットと使うことで通信が可能になる．このとき，IP通信に先立って通信相手の(2)を調べる．これはARPと呼ばれるプロトコルで実行する．
　ARPは，(3)と呼ばれるARP要求をLAN全体に送る．このとき，通信相手の(4)を書き込んでおく．通信相手がLAN内にいると自分の(2)を書き込んだARP応答を返信する．これにより通信を開始することができる．ARPが届く範囲は，LAN内であり，それを識別するための情報として(5)を用いる．
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